















父内田文右衛門に読み書きや書を学び私塾で算数も学んだ。1868 年 17 歳で伊沢は初めて江
戸に出た際、洋学独習の良い手引きとなる書物を探し、英語の経済書や英和対訳辞書などを
購入した。翌年は英会話力習得の志が強くなり、英学者を探したところ、英語に堪能な中濱
万次郎 ( John Manjiro, 1827–1898) が土佐にいることを聞き、特別に教わることになった。
伊沢はまず綴りから教わったが、1870 年に勃発した普仏戦争に中濱が視察団の随行員とし
て派遣されることになり、やむなく講義は中断となった。そこで築地在住の米国宣教師






















文雄と協力し、『教授真法』という共著を著した。これはフルベッキが贈った本、又は D. P. 
ページ (David Perkins Page, 1810–1848) の教育書 Theory and Practice of Teaching などを基にし
たもので、伊沢が梗概を、荒野が細部を叙述した著書であった6)。同時期に、伊沢は幼稚園
を設け、アメリカの唱歌に日本語の歌詞をつけて「蝶々」の歌をつくるなどの試みも行なっ

























め、9 月 7 日、伊沢は入学試験を受け、ようやくブリッジウォーター師範学校に入学した。














伊沢が 1875 年にブリッジウォーター師範大学第 86 期生として入学した際、伊沢は 41 人
の女性を含む 59 人の学生の一人であり、ビルマ人 2 人と伊沢以外、 当時は皆アメリカ人ま
たはカナダ人であった。日本からの留学生としては史上初でもあった10)。女子は 16–17 歳か




















































































































































幸い、1876 年の米国独立 100 周年記念に伊沢はペンシルベニア州のフィラデルフィア博




































































































































































































































































“Remember that you must be willing to be forgotten.”（「自分が生徒に忘れられることも覚悟
すべきだ」）と言ったにもかかわらず、ボイデンの貢献と同様、伊沢の貢献も決して忘れら
れていないのである77)。伊沢のボイデンに対する気持ちに関しては同様であった。伊沢はボ
イデンと一生連絡を取り合い、ブリッジウォーター師範学校の創立記念祭の際、“I have the 
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